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奈良市議会基本条例（案）[作業部会案]に対する各会派・無所属議員からの意見記入シート

＜今後の特別委員会での協議予定：７月４日（水）・第１章、第２章～12 章＞

第３章 議会運営の原則                                                                                            ＜H24.7.4現在＞

条項 奈良市議会基本条例（案）[作業部会案] 会派名または無所属議員名：                    

３－１

議会運営

の原則

Ａ案

議会は、合議制の機関として、円滑かつ効率的な議会運営に努めるものと

する。

２ 議会は、市民に開かれた議会運営に努めるものとする。

３ 議会は、議長又は副議長を選出するときは、その経過を明らかにするよ

うに努めるものとする。

４ 議長は、中立公正な職務遂行に努めるとともに、民主的かつ効率的な議

会運営を行うものとする。

Ｂ案

議会は、市の基本的な政策決定、市長等の事務の執行の

監視及び評価並びに政策立案及び政策提言を行う機能が十

分発揮できるよう、円滑かつ効率的な運営に努め、合議制

の機関である議会の役割を果たさなければならない。

2 議会は、一問一答方式による質問の実施等、市民にわ

かりやすい運営を行うものとする。

3 議会運営委員会は、議会運営について協議し、調整す

るものとする。

4 常任委員会及び特別委員会は、それぞれの設置目的に

応じた機能が十分発揮されるよう運営されなければ

ならない。

5 議会運営委員会及び常任委員会は、議会の閉会中にお

いても、各所管に属する市の事務に関する調査を積極

的に行うよう努めるものとする。

３－２

委員会

Ａ案

議会は、議案その他多様な政策等を効率的かつ詳細に審査するため常任委

員会を設置し、新たに生じる行政課題等に迅速かつ的確に対応するため特別

委員会を設置する。

２ 常任委員会は、市政の課題に対応して機動的に開催し、その機能を十分

に発揮するよう運営しなければばならない。

３ 特別委員会は、市政の課題に対応してその事案の専門性、特殊性を考慮

し、その機能を十分に発揮するよう運営しなければならない。

４ 常任委員会、特別委員会及び議会運営委員会（以下「委員会」という。）

は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第１

０９条から第１１０条までの規定による公聴会制度及び参考人制度を十

分に活用して、専門的又は政策的識見等を議会の討議に反映させるよう

努めるものとする。

５ 委員長は、中立公正な職務遂行に努めるとともに、民主的かつ効率的な

委員会運営を行うものとする。

Ｂ案

常任委員会は、市政の課題に対応して機動的に開催し、

その機能を十分に発揮するよう運営しなければならない。

２ 特別委員会は、市政の課題に対応して特に必要がある

場合に柔軟に設置し、その機能を十分に発揮するよう

運営しなければならない。

３ 委員会（常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会

をいう。以下同じ。）は、その審査に当たって、資料

等を積極的に公表しながら、市民に対し分かりやすい

議論を行うよう努めなければならない。

４ 委員会は、地域住民に関係が深く、かつ、関心の高い

事案について審査又は調査しようとする場合におい

て、必要があると認めるときは、当該地域において委

員会を開催することができる。


